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頁]。そのことは、『芸術による教育』(フィルムアート社、2001 年)の新訳がおよそ 50 年
ぶりに刊行されたり(旧訳は、植村鷹千代･水沢孝策訳、美術出版社、1953 年)、イギリス
のリード研究者シスルウッド(David Thistlewood, 1944～1998)によるリード研究書『ハー
































































ては、『アナキズムの哲学』(原著 1954 年刊、邦訳 1968 年)。芸術･教育論については、
『芸術による教育』(原著 1943 年刊、邦訳 2001 年刊)と『平和のための教育』(原著 1949
年、邦訳 1952 年刊)。芸術･教育論の 2 著作に関し、前者は「教育の基礎理論」で、後者
は「今日の政治、社会、文化の情況にからめながら」論じたもので「教育論の応用篇」で



















































































































































































































































































































































































































































































































岡田仁「ハーバート･リードの詩―AWorld Within A War について」『Artes liberales』26、岩手
大学人文社会科学、1980 年
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